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日本鉄板株式会社徳山工場納

ZR-22-50センジマーミル用電気設備完成

昭和33年｣..弓∃立射′i三凧こおいて完成し予二木設†赦t.

】口｢∩気電 機械L岸一土もゼンジて-ミルとして再埠第･け品

でふる-

-ビンシマー ′ン∴三日三卜辛が大きく,前縁面ゑ主~力を1ルーて

に調整可能とし,眩密二加減速補肌な必要ヒ十る･㌔どい

/-そ1高座の電気的刊闇け茂雄さかる.‥

駆動川主【t`~〔流`温動機の律儀ほ

仁ロー′し.吊 1､10(〕HP 歳動機

ゴ_丁51)1'士178/358rp11ュ125ウ〟 2時【-j

晃ニ↓こ回転ノJ200クら■

〉 -

ルi-】j l,2(〕OHP電動機

｣丁501･▼ 三二150/480rpnヽ 復`宣機J■-■甘1

125ウ｡2時間 投入帖転ノJ200?b

でぁる いずjLも甜･′f三能の100サイクル磁気増幅署せ闇

目し此､調整矧拙二対する精揉な定職ノJr聞榔を伸一㌧ 三

たノミス途Ⅰ-いにお汁る再起動暗も任意径のコイルの快r､′ヒ紺

∴･:く･:･ンH■二∴一ノ

∵

｢ズ
化てろご=動的に黒施する｢諷意制御力式詫働糾している｡そ

のほか,チーフレクテナグーl-ルに直結
ヒ‖･T

lたーし

･
■

-さ 発電

機によF),芥ハスにおけるJ_上iドヰミの[l動祁償を行い運転

卜′桶巨如1J_トせし〟)た_第1図は日立狐作所‖立工場にお

ける組合せ.軋険据杷を′Jミすもので.冷間圧延関川電気設

備に対する従来の甘信な烏竜を基こしてきわめて短期田】

で工場試験を宣減し納入された

住友金属工業株式会社小倉製鉄所納

高速連続線材圧延機用電気設備完成

/仙三娃掛工朴三tI札AW【KNOX社製であり,2兢in

拘ビレ･ソトより 5nl叫_ト几硯材を最諒速蛇6,000fpmで

匠妊する両≠舶勺なものである‥.配f【■′l王ならびに~--ii機什様は

第2図にホすとおりで,~七電動機ほすべて速度変動率か

′トさ′∴;'退封▲され.また水銀整流絆を電溺iとし,楕千制御

;･こよる速度制御を行うので整流仁行縄の考慮が払われて

いる.一 電動機容;-=二対して比較的.甘速であるため,牛引こ

盛況手け矧′欄L_､ンニには.景を川h､.nサ舶勺な鞘=1附こよf)そ

第1図 ZR-22-50七■ンシごて- ル用電∴=一.~1∵場組r㌻せ試軋り(況

133



.上上圧延誹
l･岬ノ.仰ノノルJ

/イ/ノ
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1ノ→■L

ル配置と電気晶キー要什様

の精度を高め予期以上の良整流持怖がえられ.た..ノ

ニれら電動機の励 機またほ界磁界仕儀の設計は速度

のインパクト降~卜や川柳奇問などの制御牛別竺ほ考ぼLて

卜分な検討が行わかたこまた自動速度調整用摘髄 電機

は主軸部分の特殊構造によJ)王電動機潮からの機械的振

動に基く電圧脈動の発隼到軌_卜するようにLたほ7ノ.,ス

P･ソ1､数とその形,主極空隙,主権鉄心児端形状な土＼こ

考慮を払い極力脈動電虻を抑えて,制御特性の向｣二を･こ王

かつたし

主機以外にも補機挟‖系電妄~ミ設備-一一式も含ま九,→ラ･†

ングシヤー,ポーリングリー′ン,レイングリール,駆動

Ji]電動機ほすべてAISE600許塑直流竃動機でHTD=㌘

依って主電動機との捕逸▲制御が行われるし′

水銀整流器はし-ずれも日読噂櫨封し■切りエクサチトロ

ン型で算3図のように粗圧延誉lこ,中間圧延部.杜上臼三建

部の三グループに分けらカ~し,前二者ほ定竃圧制御を,後

者ほ電動機の憲速度制御を水銀整流器の格子制御によつ

て行っている:ノ また粗およJご中間圧延郁の8台の電動機

は界磁制御により定速度制御を行っているこいす汀′=二1

動制御も420/､型磁気土削責指諒を他用し,捌批uゾ噂諜

を得た･二第2図は日立製作所日立二仁場における組合せ-;ぺ

駒状況である-.

●
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日立電気集塵装置の高能率自動運転制御方式

電気貸亜婚錨一亡を1而澹ヰミて運転する制御方法とLrこrl)

←再泡和リアクトル制御カユモ､｢2.･!火j終ぃ数計数了1iり御~方式

なご種々の制御力式があるか.†二†立は定電流一相羽緒方式

ナ採用し.多くの黒川牒謹l:においてすぐわた紆i果を示し

ている_.図ほその黒動記録でぁる.廿鋸′川l.さ--i■い1

日立方式の特長

･■.A■)可飽和リ7ク1Jプー式ほ･lし引購缶(てぺ-一一フ∴二三

±まり,7-クす-∴一にまで発展する碓ネの少r!二

､･性質のもので,第4図動作記蝕の(イ)に示す)(ウ

_ラ､峻鞋をおさえる勅り÷ほあるか､いつた人7-クて
-∴←が発/ト,したときほェホノしキー交換†/川jをも/~:ノ

シ▲らか_乞って消就丘しに∵､.90.%電圧降守でも汗■描
こ_ない f'走狐熔接機こう~E弧かなとは7--クノ在宅l-1い二

J了ク■トー上■を=1いてし､る∴

r_-1_山は多くの策潮.設備の経f廉からこれらの釦什特

性1∫l休を主変圧器圧｣_､たせて設計し.てあるか｢J二の

‡=川勺に~1り~飽和リ7クト′1ほな･:ても′美川_トキしつか

主ない._ また7-ウか発′卜すると瞬時にいつたん担l

路を断って確実に消弧し,0＼]0秒後にまったく荷

-む阻態を復帰する_
復帰時間遅れほ7-ク発生原区

.し

よって選定する.たとえば放′長持振動かごう三原因¢~ぅ

うな場合にほあまりIl㍉ニ投入したのでほノ､ンチニ

卜するので3＼4秒に整定する,こ(7)整定ほ現場笑

偶に応して'存場,迅速に調節できる.Lうになつ-てい

む二

B) スパークの故を数えて■~射tを制御する ん~法ノま

■A)(†)のような心配無用のスパ∴クまで.汁数す乙

∩てイl動座転すると.l_局二~ノノ式ユりヰJか.Yとって低い
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心吏で安定するL~つ~て~･1~こ利である.∴

C..)[卜1【上の`定電流~甘闇路力式によると,動作記録

(ロ)がiJミすよ

電壁を安心L

つ

｢′

に,時々トリップが起るような最高

保持できるので,ほかのいずれの方

式よりも高い集塵電圧すなわち l~司 笑墜速度が得ら

れ,高能率運転が保持Lうるので,葉哩装置本体が

最も小型高性僅になっている

日立低速度型アナログ計算機

日立製作所における丁ナログ計算機(以下アナコンと

略す)の研究は昭利26佃こ始まり,11獅i~】28年に繰返し型

■丁ナコンを実Jけ化L,/㌻｢-‡に及んでいる.｡H立 作所日

紅柵究所設置の7ナコンを例にとるとその利川率ほ平均

5時間.=]であり,J′と川ユ分野ほ主とLでi古力系統,電機

磯路,電動力応川~jのトー=】動制御系の灘漸である.｡

一方低速度灘ドナログ汁算機の第1り一機が試作された

のが昭和31年4月であり け)がl中上故初に公開された低

速度型アナコン∴そ(プ〕後幾多の改良を加え,すでに非線

型厨算器を有する大雄接封qの某汗j化に成功した｡最近で

は低廉かつ′j､型の低速度欄坪一夕ブルアナコンの製品化

も'完了してぃるゝ ニカ~tらの装紺壬ほ運車鋸安術研究所,川崎

航空機灘式会社を鮪励すでに数箇所に納入され,航空機

の安定度計算,フラツタ振軌G.九す.などの計算に利用さ

わつつあるし

日立低 ンの大きな甘､H毒をあげれは,精度

の高トニとがあげられよう二 船型要素につぃて考えてみ
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こノ

第5岡 Lト:二低速蜜聖-7十F ~'計算ドニ

るこ:演算周波数佃∴10Ⅰ･ad′･′■sの計算で｢三言呉基乃京｢壬ヨ(まほ

とんど積分器∴･▲モノ一望牛すると考.二ら.巨‥一斗イ_)うち昔㍉ニス

きな田子ほ漬韓日幅舶に起因すうものと,毒誘てンテン

サの吸収現象に帰国するものでちり,二.一仁｢=】の値を′J､さ

くすることが7'ナコンL7つ一製作一斉･こと/つてき一幸っめて重要た

ことである_ 従来の外国の装遣でも前者こキ寸Lては十分

な対策がとら一考してトるのであるか,後者∴二ついでこ三.調克

の結果さらに検討の余地が認めら上た_ 江上7ナコンで

は特にこの瓜二鯨待狛な検討を加え,新しぃブラスチ･･･

クコンデンサを購葦L,二れを冥.H化すること∴二上/}て

惟能を高めえ;･⊥二十な寺｢ちサーブノ▼しテス:､む一一例こ上ろ

とrり=1rad/s･/つ3t〕秒ざ`眉㌫臣㌍■こ0.15ウゥ⊥､∴lfってふi).七

来の装置の半分以ドの値∴1戒少してぃる

舞5図ほ川崎航空機統式会社二納7､さィ1.ナニ日立低速亮

型アナコンの外観写真でも上山ば丹佃渚38丁二手,1▼ ･ノ入

回路1式をイJ■し22摂行改))程式を土:轄鋸迂を･キしつ､､ろ

制御ほすべて抑ポ･マンでしかもj_封端･紺=｢二∴できるニー一.一一

なってL■､る

日立ティシタル･コンピュータ

第る図ほ昨年寸∴i]立`製作所中空冊一堂亘て こおいて試

作完成を裁た HIPAC一ItHitactliPa王･anle汀On Auto-

matic Computer一ト::)全貌でもる

去三根Jの架ほ漬算およこ髄闇制繊1ご■下にミ･ノノンカ▲さと'る至言二分

で, Fとして約i.000偶のパラノトフンウニ軒.､ている.っ

動作の存盲頼雌ほきilカて高い 甘釦ニ〔腑成算を･4

乗算を8ミリ秒で処理することかできる.〕

リ秒,

右側の架にほ,記憶装紆Fiよひ■その制御装潤がおさめ
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ユ.
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られている_ 記憶某苗としては磁妄いごラムを採=してい

るが,二付工超ジュラルミン~製の回転抹で5,6001･pm,

1､021言⊥巨1語は10進で約12紆)を諷意することができ

る まニムニ棚卸'紬は前=00本の真空常せ≠いている.その

ほカ･.
ソ｣ト

∵
＼

汁J.｢ノ としては,両月う00′十:のテーフ読取器,

fl=膏封■′-たとし_ては､500号ソケトハへ-ジ式フ■リン㌢を備え

ている

ト責まで,二れを川いて㌣j:った了i二な数値計祥の例とL

ては,送`電据の地史毒蛇の計_拝,リニヤ･アグセレレー一夕

算計の 門局二分桁旨注の計臥工作牒削減のl~1動･制御切計作

などがふけられる._ HIPAC-Ⅰほ[l立隠仙郷こおける訳

作第1け機であi),引続きHIPAC一ⅠⅠの.拭作功`;行われて

し､る HIPAC-ⅠⅠは来夏パリで聞かれるい三1際計許機屁′J二

余に‖ぷ1~】ニ定ののもので,(1)ドラムの一肌御部分をすべ

てトランジスク化すること(2)人力巻錐己に光電読1離謹

を用い,読邦題減托現｢l三の約20r-;乍にすること,(3~)記憶

装F■】′二王としてドラムはカ司でた∵∴チーフ~をも俳川するこ

と〔1)合作の購過そ牒匪ような形でなく,′卜型のキ十

ビネットカ式にすることなとち一考慮し,その税に子f_?って

製作を進〟)ている机 現/｢三 ノrJ､Ilのl二作を終り,調整の

段階に入っている

さらこ,潰算を高速化Lた~大型計許機の研甥も着々進

捗しで､･る_ 二の他に漬算豪-j二こトランジスタを用いた

HIPAC-301型も製作を一′;tし､でいる

この丹りは内J■flHO進力式で,記憶容_†-1二は2,000語であ

り,贋孔カードを収搬うことも~･一拍巨で,刊務川としても

利目しっるものである こゎに 凪1L･よ 飛は度速

小
1
｢

･･し･ 的

に州ノ(し,rIIPACの約20侶で,欣米の-･流の計筒機と

比/r_iLうる能ハを有する

第6i.ヌI RTナインタ′L･コンヒュークHIPAC-Ⅰ



日 立

弟7図 経.キ 凸J し一 冊

アナログ型経済配分試作装置完成

廿立製作所でほ電力系 の経済 j~臣首長につきかねて

冊究を進めていたが,このほど火力系3機を対象とする

.式†′j:装;l■･i'一接見成しノた∫コ
装粗ま一千恕負荷に対L送電練損

失を考掛こ入れて3発電所の最経済負荷分す‡-ほ計算し制

御するもので.共通装閏とt/て総合庵~力整定首詮.差7宣ソJ

.細整器,増加燃料色調盤闇暦1台,および各発庵所卑‖J
きさi-■う:としで軋欠係数整定器,緑済川力討紆器,lりJ制御

器,燃料費盛定器脊3f_｢よりなっているゝ.､4汀失係臥 燃

料費ニf吉よび配分すべき総合負荷電力を整定したの-ら本装

,J′■(む起動すれ･ほ自動的に告発`窟所の諒各自射iHJ伯を詔昇

L_,その掛こ合致した‖り｣をとるように許撒高所を≠御

することができるこ】発電所制㈲l二l~∫に発′トナる各椛牧師二

村してほ十分な保護操作が考えらjLてこねり,l･甘吋聞ほ

総合魚荷10M＼～rの場合で約10秒でぁる..

PI;tl-P型圧力無指示調節計

装~こ才■モ現場に取り付けて,抑-】う.に比ノ｣をふ描ける場合に

川いられる無指ホ調飾計で 外形270m】Ⅵ.X255mlrlの

小型瞳量の計般である.こ靴的場人工†紆特に考慮Lて釦′ド

されているため,パネル取付け,壁掛ナ｢嘲削こ粧抑こ仙

川できる∫二.

比例障Ⅷ---･1㌔､両州明もノブによノノ▼~亡容易に変更

で
,丁▲動リセット機湘け

ヰ〕-設けてふる..現場に収r)

付けてあるJ仁力Ii◆-lによノ~ノ~′

圧ノ｣を璧1三祝しながら71購卸す

るもので,制御圧力ほブル

ドン午摘､るLゝほJ~-ミロ【ズに

第8惇IPB.11･王J土勘リノカー

柑ホ調節.…l

j_ニー7

ユ
ー ス

よ′ソ･′:受圧し,(ト･′1lくg/cm2の二次空気虻を操作端に送

ろもので寿,ろ..

制研り仁山とし′i:(よ0-＼ノ1_kg/c1112から0＼150kg/cIⅥ:壬

生で=｣▲能であり.現｣易川.j~朋帰ぃとl___･てJムく川いられてい

るり 要求によ/_〕~勺肛分動作機構も付加できるが,比例剰

作町亘〟_)場合には,圧力空気拝変換器としても便川され.

広い応用分野で使用されている.∴.

Ⅹ-PC型パワシリンダ

1日ニパワシリンダほ,ボイラ日動燃焼制御装掛A.C.CJ)

(′り一一環として,誘引油風儀側ダンパ,頻制通風機側ダン

パを闘閉するもので,計器からの二次匠を受けて操作ア

ームを回転する強力な空気作動式操作端である｡

_iこなる仕様は下記のとおりである｡
供給空気柾.

.3＼′4kg/cm2
計器よりの二次什∴

.0､1kg/cIT12
操作アーム回転角…………………………………90~■

シリン′す直径…10呵(､4′′J15(対(6′リ200¢(8′′_)の3稀
巌ノこトノLク…………………15mkg60mkg220mkg

l_l__､一亡パワシリンダは次のような特長をもっている.っ

㌔:■l■)捗川射ト∵引ぺこ収納されているため,塵妖の多

卜場所でも他用にたえる_,

(2)汁諾註よりの 二次胱は0-＼1k圭‡/cln2であるので,

-･般ノ)てこ竺;Ln･動式調節用の据作端としても使川でき,
A･C･C･に張らす人JIテ14ケン八保作用にも楳川できる｡

｢勅操作レ/∴∴を となえ, ′ミイパス弁が取り付
汁`てあるので,取り扱いが便利である｡

ト= ~｢刺ロック裳粁をそなえ,ロックを行う場合,

.ミ■則鋸･′巨しないような安全装苦かつし､ているので,安全
抹寸か可僕である.

(..5) ポジ､ンヨナ部分は,排亮職=ことによって点検

てき本体に収り付けてあるj】てノノ計によって,操守点検

取り扱しlが便利で.ある√ノ

(6)ケt-･ス2‥恒よ抑l=二取り外しが･t｣一餞であるしj

(.7′)操作アーームほ王朝頼)どちら側にも取り付け仁ノ

れ,基眉･甘場取付_し･.硬利である.っ

廿立パーノシリンダほ,強い躁作九 スムースな作動に

よって,ボイラ A.C.C.用に多

シ受川されているが,さらに,

化学⊥業,顕蘭工業などへも止こ

川舟野を拡大しつつあるL.

弟9図+Ⅹ-PC型｣二】立ノ＼ソシリ
ン ダ



日 立

静･止 ス イ ッ チ

本製品ほ,磁気増幅器を基本とした無接点式リ

あって従 の接点式リレーに代り,〟命㌧ 一対親身

レーで

保守

点検,小型軽量化などの問題を榊決しようとするもので

ある｡一個の静止スイッチ素手で行い得る機能ほAND,

OR,NOT,MEMORYおよびTirnc Dclayの基本論

理,およびそれらの複合論理であるし.

静止スイッチの特長として次の諸点があけられる

(1)完全な静止型であるから,リレーと異なり接点

焼損,機械部分の寿命などの神=猥がなく寿命ほ動作

担Ⅰ数と無関係に半永久的となる:

(2)機械的な可動部分.接点オ量いため保守のf一枚

が省ける｡また接点式リレーiこ比べて応答速度か速

い｡

(3)火化の心配なく爆発性気中でもそのまま倒-1~卜〔-

1●､

(4)′ト型素子一つで接点式リレー数個分の機能を果

すから復維な制御系の構成要素としてイj`利であるり

(5) プラグインガ式であるので,系の組立および変

更が簡単に子二i･える∪

編 集 後 記

自動制御は戦後における急速な~【二業の発達にともなつ

て,各方面に実施されてきた｡特に,産業合理化のローり.題

がやかましくなってから,一段とHざまLい進歩を見せ,

オートメーションほ原寸ノノとともに時代の脚光を浴び

て,次代の産業の推進力と考えられている｡

しノ

制御用器其としてほ,近年とくに,′壱J′･管や新Lい型

の磁気増幅器などの進Hが著しく,制御ノブ式にも非線型

制御系の鵜極的な導人や,デイジタノし制御の採川などに

より,従来のアナロ省的制御力式がl亙面していた枠用･ミを

打開し,新しい面が開かれつつあることは注目に仏する

ものがある｡

日 立評 論 別冊 No.2る

｢自動制御特集号｣

l昭利33年10jjlOl一川｣州lにi宥]33年10J｣20l_】発h

く禁 無 断 転 載ン

価1郎100円(送料24｢力

19581)V 一寸itこIClliI-Ⅰ＼rOl-01ュSlla

止こ;･㌔･収摘店

ユ
ー ス

須10図 瀞 けニ ス イ ツ ーナ

用 途

(1) 触帖点リレーとして従来のリレーにとって代

る.ノ

(2) テ丁シタ′L捌御姦~j■･とLて首班数値7‡i臓Jに止､川

できる..

高悪疫川棚-Ⅲ:‡として利Ji｣できる∪

ll_､■/二製n丹炉~ごは,これらの呑要二嘉をl′l垂川j研=･ことり人

れた諸機詩誌を,電リノ,鉄鋼,鉱山,婁空紙,その他各力個

の庇~業に納人lノたれ こJLらほいずれもきわめて高能率

に運転して好評をIl】｣てしているし′木特集弓ほ,これらの実

あーiのい二_､'′二つて,｢l励制御の理論と矢例について記述+

た㌧.J′l動制御に(エ,lナⅠ動操作を合めたいわゆる広兼のも

のも考;lられるが㌧ ヰぺでほFccd Back Controlにつ

いてのみに限定Lた_.人ノノ~の御参考となれば幸いであ
っ･).

巻頭,一には,ノlム心情か舟てカリフォ′Lニア人･､7:故授と

ノ′去られた
占

.･り 惰`友ノ＼伸上の二_l､:柄をいただくことができた

ニの巻頭｢毒▲を得て,本情集り･が･撲と光彩を加え得たこ

とを読者ととい二喜びたい.J
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